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県労連第2回人事委員会要請
17,015筆の要請署名を提出！切実な現場の思いを受け止め、実態に即した勧告を！
実効ある時間外勤務縮減の提言を！公民較差解消はすべての世代で賃上げが実感できる方法で

県労連は9月21日、今期2回目となる県人事委員会交渉を行い、政金議長は17,015筆に達した「2018年勧告期の要求実現署名」を手交しました。

政金議長からは「昨年を概ね1,500筆上回る署名が寄せられている。組合員の切実な声を受け止めていただきたい。知事部局、教育職場ともに人材確保が課題になっている。その解決には、現場で実感できる働き方改革とともに、定年の引上げも含め、知識、経験を残していく取組が必要である。そういった意味でも、働く私たちが、元気が出る勧告を行ってほしい。」との発言がありました。
続いて、職場からの具体的な声を届けるため、各単組の組合役員が発言を行いました。人材確保のための賃金等改善、目に見えた「働き方改革」の実施、是正勧告をはじめとした実効ある超過勤務縮減策の提言を求める意見が特に多く出されました。
要求内容・参加者の発言（要旨）

1.2018年給与

（１）公民較差の解消

・東京に隣接している本県では、県内どこからでも東京に通える状況にある。県内企業だけでなく、東京も比較対象となることを踏まえた勧告をお願いしたい。
・国では、最低賃金を1,000円まで引き上げることを検討している。労働基本権の代償措置としての勧告では、そのことも考慮に入れるべきである。
・昨年の勧告では、地域手当について「完成時の支給割合は12％」とされているが、現状に合わせた見直しを行うべきである。
（２）若年層賃金の大幅改善

・昨年の賃金確定交渉で、行（1）2級昇格時の昇格メリットが廃止された。2022年度の新採用職員からは、生涯賃金で500万円以上の減収になる。人材確保に向けた改善が必要である。

（３）高齢層等の賃金改善

・給与の総合的見直しについて、今年度で経過措置が終了する。一方で、地域手当が12％までの引き上げであるとすると、経過措置終了後に給与の下がる人が出るため、生活の維持に向けて検討してほしい。
２．労働時間の短縮について

（１）適切な労働時間の把握・管理

・働き方改革推進本部が立ち上がり、時間外勤務の削減や業務改善の議論が進められているが、勤務時間に関しては、ＰＣのログ情報やＩＣカードなど、客観的な方法で把握し、時間外手当を支給する必要がある。

・残業が月80時間を超える職員がいること、不払い残業があると答えている職員がいることを踏まえて、労働基準監督署としての機能を発揮してほしい。
（２）過重労働の解消

・従来の業務が見直される一方で、新たな業務が発生しており、全体として業務量が増えている。専門職も含めて、業務量に応じた人員増が必要である。

・労働者を保護する視点で、過重労働対策に向けて踏み込んだ勧告を行ってほしい。

３．会計年度任用職員制度に係る課題

・2020年度に向けて制度を決めていくことになるが、公務における非常勤の処遇改善が求められている。
・国会の付帯決議では、「制度の導入に当たって、処遇を下げることがないように」とされており、労働条件の改善につながるような勧告をお願いする。
４．定年延長に向けた課題

・国では、「加齢困難職種はない」とされているが、現場では「60歳を超えて現在の働き方はできない」という声がある。多様な工夫を勧告に入れてほしい。
会計年度任用職員制度に係る要求書討議案
Ⅰ　会計年度任用職員制度について
１．任用等
　〇　現在県で働く非常勤職員の雇用を継続すること。
〇　会計年度任用職員の新規の任用にあたっては、選考採用（面接・書類選考等）とするとともに、再度の任用の上限を設けないこと。
２．給与・報酬等
給与・報酬等について、従前の水準を下回らないことを基本として、次のとおり改善すること。
（１）基本給与・報酬
　〇常勤職員に適用する給料表を使用すること。
〇常勤職員と同様に高校新卒の場合、行政職給料表（１）１級９号給を基礎とし、前歴換算を行うこと。また、他の給料表適用者は、行政職給料表（１）との均衡を図ること。
〇適用号給の上限を設定しないこと。
〇短時間の会計年度任用職員については、フルタイムの給料表を基本に、勤務時間に応じた報酬とすること。

（２）一時金
　〇従前の加給と同様に、常勤職員の期末・勤勉手当相当月数を支給すること。
（３）諸手当（フルタイム職員）
〇地域手当は、従前どおり常勤職員と同様に支給すること。
〇通勤手当は、従前どおり常勤職員と同様に支給すること。
〇時間外勤務手当、宿日直手当、夜間業務手当は、常勤職員と同様に支給すること。
〇特殊勤務手当は、常勤職員と同様に支給すること。
〇退職手当を支給すること。
〇旅費は、従前どおり常勤職員と同様に支給すること。
（４）手当相当（短時間職員）

〇地域手当は、従前どおり報酬に加算すること。
〇通勤手当は、従前どおり実費弁償すること。
〇時間外勤務手当、宿日直手当、夜間業務手当は、常勤職員と同様とし、相当額の報酬を支払うこと。
〇特殊勤務手当は、該当業務に従事する場合は、相当額の報酬を支払うこと。
〇退職手当は、一定の要件を満たした者に支給すること。
〇旅費は、従前どおり支給すること。
３．労働条件
すべての労働条件について、従前の水準を下回らないことを基本として、次のとおり改善すること。
（１）年次有給休暇
〇年度ごとの付与を基本とし、常勤職員と同様の日数とすること
〇繰越についても、年度ごとの繰り越しとすること。
（２）療養休暇
　〇常勤職員と同様の日数とし、全て有給休暇とすること。
（３）出産休暇
　〇常勤職員と同様に、出産前も８週間とし、有給休暇とすること。
（４）育児休暇
〇取得時間、取得できる子どもの年齢を常勤職員と同様とし、有給休暇とすること。
（５）子の看護休暇、育児参加休暇、生理休暇、夏季休暇、忌引休暇
　〇従前どおり、常勤職員と同様に付与すること。
（６）慶弔休暇
　〇常勤職員と同様とすること。

（７）ボランティア休暇
　〇常勤職員と同様に、5日付与すること。
（８）特別休暇等
　〇常勤職員と同様の条件で、同様の日数を付与すること。
Ⅱ　臨時的任用職員制度について
１．任用等
　〇　現在県で働く非常勤職員の雇用を継続すること。
２．給与等
給与等について、従前の水準を下回らないことを基本として、次のとおり改善すること。
（１）基本給与
〇常勤職員と同様に高校新卒の場合、行政職給料表（１）１級９号給を基礎とし、前歴換算を行うこと。また、他の給料表適用者は、行政職給料表（１）との均衡を図ること。
〇現行の適用号給の上限を撤廃すること。
（２）一時金
　〇従前の加給と同様に、常勤職員の期末・勤勉手当相当月数を支給すること。
（３）諸手当
〇地域手当は、従前どおり常勤職員と同様に支給すること。
〇通勤手当は、従前どおり常勤職員と同様に支給すること。
〇時間外勤務手当、宿日直手当、夜間業務手当は、これまでどおり常勤職員と同様に支給すること。
〇特殊勤務手当は、従前どおり常勤職員と同様に支給すること。
〇退職手当は、従前と同様に支給すること。
〇旅費は、従前どおり常勤職員と同様に支給すること。
３．労働条件
すべての労働条件について、従前の水準を下回らないことを基本として、次のとおり改善すること。
（１）年次有給休暇
〇年度ごとの付与を基本とし、常勤職員と同様の日数とすること
〇繰越についても、年度ごとの繰り越しとすること。
（２）療養休暇
　〇常勤職員と同様の日数とし、全て有給休暇とすること。
（３）出産休暇
　〇常勤職員と同様に、出産前も８週間とし、有給休暇とすること。
（４）育児休暇
〇取得時間、取得できる子どもの年齢を常勤職員と同様とし、有給休暇とすること。
（５）子の看護休暇、育児参加休暇、生理休暇、夏季休暇、忌引休暇
　〇従前どおり、常勤職員と同様に付与すること。
（６）慶弔休暇
　〇常勤職員と同様とすること。

（７）ボランティア休暇
　〇常勤職員と同様に、5日付与すること。
（８）特別休暇等
　〇常勤職員と同様の条件で、同様の日数を付与すること。

臨任・非常勤・日々雇用職員のみなさん！

会計年度任用職員制度を含めて、確定交渉に向けた臨任・非常勤・日々雇用職員の要求づくりの場を次のとおり開催します。

組合未加入の方もぜひ参加ください

○場所：本庁舎地下県労連会議室

　　　　（4日は組合事務所）
○日時：日々雇用職員：10/2（火）

　　　　非常勤職員：10/4（木）

臨任職員：10/5（金）

各日12時10分～50分



















































ご意見をお寄せください！








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































